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仙波 光明, 岸江 信介 : 徳島県吉野川流域方言の動態, 1-246, 2007年3月.
井上 永幸, 赤野 一郎 : 『ウィズダム英和辞典』第2版 用例コーパス, 三省堂, 東京, 2007年4月.
依岡 隆児 : ギュンター・グラスの世界, --- その内省的な語りを中心に ---, 鳥影社, 長野, 2007年4月.
鳥羽 耕史 : 運動体・安部公房, 一葉社, 東京, 2007年5月.
東 潮, 西谷 正 : 東アジア考古学辞典, 東京堂出版, 東京, 2007年5月.
山口 裕之, 松永 澄夫, 朝広 謙次郎, 一ノ瀬 正樹, 上村 忠男, 王寺 賢太, 小倉 孝誠, 川出 良枝, 下川 潔, 高山 宏, 柘植 尚則, 中才 敏郎, 増田 真, 村松 正隆 : 哲学の歴史, --- 第六巻，18世紀，知識・経験・啓蒙，人間の科学に向かって ---, 中央公論新社, 東京, 2007年6月.
上田 崇仁 : 『放送教本初等国語講座』に見る「国語」教育, 第一書房, 2007年6月.
長井 伸仁 : 歴史がつくった偉人たち, --- 近代フランスとパンテオン ---, 山川出版社, 東京, 2007年6月.
Everitt Brian, 石田 基広, 石田 和枝, 掛井 秀一 : RとS-PLUSによる多変量解析, シュプリンガー ジャパン, 東京, 2007年6月.
東 潮 : 現代社会の考古学, 朝倉書店, 東京, 2007年9月.
石田 三千雄 : フッサール相互主観性の研究, 株式会社ナカニシヤ出版, 京都, 2007年9月.
堤 和博 : 歌語り・歌物語隆盛の頃, --- 伊尹・本院侍従・道綱母達の人生と文学 ---, 和泉書院, 大阪, 2007年10月.
宮崎 隆義 : トマス・ハーディ全貌, --- 「恋の霊」 有時間性と無時間性との相克 ---, 音羽書房鶴見書店, 東京, 2007年10月.
衣川 仁 : 中世寺院勢力論, --- 悪僧と大衆の時代 ---, 株式会社 吉川弘文館, 東京, 2007年11月.
吉田 浩 : ウェーバーの社会理論と意味・価値問題, --- ヘーゲル，マルクスとの比較・対照において ---, 株式会社 晃洋書房, 京都, 2007年11月.
岸江 信介 : 音声言語研究のパラダイム, --- Webを利用した方言談話資料データベースの試み ---, 和泉書院, 大阪, 2007年12月.
Gritzmann Peter, 石田 基広 : 最短経路の話---レナのふしぎな数学の旅---, シュプリンガー ジャパン, 東京, 2007年12月.
鈴木 貞美, 竹村 民郎, 依岡 隆児 : 関西モダニズム再考, 思文閣出版, 京都, 2008年1月.
宮崎 隆義 : トマス・ハーディ研究, --- 時間意識と二重性の自己 ---, 青山社, 東京, 2008年2月.
秋葉 康浩, 鳥羽 耕史 : 現代文新訂版 学習指導の研究 1 随想/小説(一)/評論(一)/詩・短歌, --- 小説◎一 鞄 安部公房 ---, 筑摩書房, 東京, 2008年3月.
吉田 浩 : 21世紀の唯物論 ,担当箇所,『科学論』から『資本論の方法』にいたる見田石介氏の理論的発展について, --- 『資本論の方法』の意義を再確認するために ---, 文理閣, 京都, 2008年3月.
Motohiro Ishida and Kazue Ishida : On distributions of sentence lengths in Japanese writing, Glottometrics, 15, 28-44, 2007.
鳥羽 耕史 : 映像のスガモプリズン, --- 「壁あつき部屋」と「私は貝になりたい」 ---, 現代思想, 35, 10, 124-137, 2007年.
邵 迎建 : 撕裂的身体, --- 張愛玲「色，戒」論 ---, 城市文芸, 2, 9, 69-80, 2007年.
山口 裕之 : 恣意性をこえて, --- 概念の設定と共有の問題 ---, 思想, 1003, 1003, 70-87, 2007年.
有馬 卓也 : 雲井龍雄と「棄児行」, --- 杜鵑解釈をめぐって ---, 書法漢學研究, 2, 42-51, 2008年.
葭森 健介 : 内藤湖南の『文化史』について, 研究論集, 5, 31-45, 2008年.
緒方 広明, 和田 誠, 上田 崇仁, 大石 寧子, 矢野 米雄 : LOCH:留学生のためのモバイル日本語学習支援システムの開発, 電子情報通信学会論文誌(D), J91-D, 2, 220-228, 2008年.
佐久間 亮 : 英領タンガニーカにおける「自然の創造」, --- セレンゲティ国立公園およびンゴロンゴロ保護区域の経験 1920-1959 ---, 立命館文学, 605, 643-658, 2008年.
葭森 健介 : 書評『六朝江南地域史研究』(中村圭爾著), 法制史研究, 58, 305-314, 2008年.
鳥羽 耕史 : 紙の中の不可耕土, --- 開高健『ロビンソンの末裔』 ---, 昭和文学研究, 56, 97-110, 2008年.
邵 迎建 : 秋海棠, --- 淪陥時期上海的象徴標志 ---, 知性与創造―日中学者的思考, 117-145, 2007年.
岸江 信介 : 第三章 パソコンで作る方言地図, 方言学の技法, 2007年.
桂 修治 : 自立的テクスト解釈とその評価の問題 - ドイツの統一アビトゥーアの実情から -, 徳島大学総合科学部言語文化研究, 15, 127-152, 2007年.
宮崎 隆義 : 不釣り合いな結婚の生態(6):「初代ウェッセックス伯爵夫人」の場合, --- 共感の通路を求めて ---, 徳島大学総合科学部言語文化研究, 15, 1-14, 2007年.
有馬 卓也 : 岡本韋庵『大日本中興先覚志』訳註(その四), 徳島大学総合科学部言語文化研究, 15, 53-86, 2007年.
中島 浩二 : CGIを利用した自動採点・集計システムの開発と英語教育への応用, 徳島大学総合科学部言語文化研究, 15, 113-126, 2007年.
堤 和博 : 『一条摂政御集』から説話へ, --- 歌語り・歌物語から説話へ序説 ---, 徳島大学総合科学部言語文化研究, 15, 1-13, 2007年.
依岡 隆児 : 想起と記憶, --- ギュンター・グラス『玉ねぎの皮をむきながら』について ---, 徳島大学総合科学部言語文化研究, 15, 101-111, 2007年.
坂田 浩, 福田 利久 スティーブ : 効果的短期語学研修プログラムの開発を目指して, --- 異文化感受性質問紙(IDI)による短期語学研修の効果測定 ---, 徳島大学留学生センター紀要, 2008年.
Steve Toshihisa Fukuda and Hiroshi Sakata : English: Do students need it? Do they want it?, 徳島大学留学生センター紀要, 4, 4, 31-37, 2008.
桑原 恵 : 蜂須賀家家臣団成立書の「乳人」「老女」関係史料について, 徳島大学総合科学部人間社会文化研究, 15, 1-20, 2008年.
長井 伸仁 : 19世紀後半のパリにおけるカトリック教会と入移民, --- 地方出身者を中心に ---, 関学西洋史論集, 31, 11-17, 2008年.
東 潮 : 百済の製鉄技術と七支刀, 王権と武器と信仰, 658-667, 2008年.
依岡 隆児 : 近代日本における「情調」概念の形成と変容, 東アジアにおける知的システムの近代的再編をめぐって, 211-218, 2008年.
鳥羽 耕史 : 『新日本文学』の富士正晴, CABIN, 10, 20-26, 2008年.
有馬 卓也 : 岡本韋庵関係資料集(二), 徳島大学国語国文学, 21, 26-34, 2008年.
山内 暁彦 : 『不思議の国のアリス』の不安定感について, ハイペリオン, 54, 9-19, 2008年.
宮崎 隆義 : ハーディの魅力と影響力, 日本ハーディ協会ニュース, 61, 4-6, 2007年.
吉田 浩 : 鈴木正仁氏の〈書評〉吉田浩著『ウェーバーとヘーゲル，マルクス』に対して「書評に応えて」, ソシオロジ, 51, 1, 150-153, 2007年.
衣川 仁 : 2006年の歴史学界―回顧と展望―「日本 中世 九宗教思想」, 史学雑誌, 116, 5, 96-98, 2007年.
石田 基広 : Rによる正規表現処理とテキストマイニング, 日本行動計量学会第35回大会発表論文抄録集, 35, 0, 85-86, 2007年.
井戸 慶治 : 1918年6月2日，徳島における「徳島俘虜奏楽団」演奏会, 青島戦ドイツ兵俘虜収容所研究, 5, 57-60, 2007年.
ヘルベルト ウォルフガング : 現在話題となっているニューエイジ思想(精神世界)とは何ですか, --- 六月例会報告 ---, 兵庫・生と死を考える会 会報, 40, 7-11, 2007年.
定森 秀夫, 中村 豊 : 2006年出土の木簡 徳島・庄・蔵本遺跡, 木簡研究, 29, 135-136, 2007年.
依岡 隆児 : 読書のススメ(73), --- 鷲田清一『「聴く」ことの力―臨床哲学試論』 ---, 徳島新聞, 2007年4月.
上田 崇仁 : 書評 「多仁安代著『日本語教育と近代日本』」, 植民地教育史研究年報, 9, 194-198, 2007年4月.
岸江 信介 : 音声・文字対応ソフト Transcriberの紹介, いずみ通信, 35, 1-2, 2007年5月.
依岡 隆児 : 読書のススメ(74), --- 芥川龍之介『大東京繁昌記』下町篇・山手篇 ---, 徳島新聞, 2007年5月.
鳥羽 耕史 : 文学館の役割, --- 貴司山治展とブンガクな時代展をめぐって ---, 日本近代文学, 76, 339-342, 2007年5月.
定森 秀夫 : 東アジア考古学辞典, 2007年5月.
依岡 隆児 : 読書のススメ(75), --- エーリッヒ・ショイルマン編『絵本 パパラギ』 ---, 徳島新聞, 2007年6月.
定森 秀夫 : 掘り出された「おたから」, 徳大広報, 128, 3, 2007年7月.
鳥羽 耕史 : 正確な照準に捉えられた現在, --- 書評『未完結の問い』(大西巨人 聞き手＝鎌田哲哉) ---, 思想運動, 785, 7, 2007年7月.
依岡 隆児 : 読書のススメ(76), --- カミュ『異邦人』 ---, 徳島新聞, 2007年7月.
依岡 隆児 : 渦中の作家ギュンター・グラス, --- 詩と真実の小道を通って ---, すばる, 8, 182-189, 2007年8月.
依岡 隆児 : 読書のススメ(77), --- カート・ヴォネガット『スローターハウス5』 ---, 徳島新聞, 2007年8月.
岸江 信介 : 言語地図を書く楽しみ, 日本語学, 26, 11, 101, 2007年9月.
石田 基広 : 初めてのR・Rによる多変量解析, 日本行動計量学会第35回大会統計チュートリアルセミナー資料, 1-45, 2007年9月.
依岡 隆児 : 読書のススメ(78), --- 河合隼雄『影の現象学』 ---, 徳島新聞, 2007年9月.
鳥羽 耕史 : 書きたいテーマ・出したい本, --- 「記録」の時代としての一九五〇年代 ---, 出版ニュース, 2118, 43, 2007年9月.
依岡 隆児 : 読書のススメ(79), --- ゴットロープ・ボーナー『日本の一年』 ---, 徳島新聞, 2007年10月.
井上 永幸 : Corpus-BasedからCorpus-Drivenへ (1)-語法記述編: something-, --- WISDOM in Depth: #1 ---, 三省堂ワードワイズ・ウェブ, 2007年11月.
依岡 隆児 : 読書のススメ(80), --- 村上護編『山頭火句集』 ---, 徳島新聞, 2007年11月.
依岡 隆児 : 読書のススメ(81), --- 魯迅「故郷」『阿Q正伝・狂人日記』 ---, 徳島新聞, 2007年12月.
成田 龍一, 道場 親信, 鳥羽 耕史, 池田 雅人 : 戦後民衆精神史, 現代思想, 35, 17, 205-229, 2007年12月.
荒武 達朗 : 巫仁恕著『品味奢華』(台湾:聯経出版，2007年), 東方, 21, 2007年12月.
鳥羽 耕史 : 安部公房と四国, 郷土誌あさひかわ, 49, 1, 40-41, 2008年1月.
井上 永幸 : Corpus-BasedからCorpus-Drivenへ (2)-語法記述編: (U)名詞とa(n)-, --- WISDOM in Depth: #10 ---, 三省堂ワードワイズ・ウェブ, 2008年1月.
依岡 隆児 : 読書のススメ(82), --- 日野原重明『命をみつめて』 ---, 徳島新聞, 2008年1月.
鳥羽 耕史 : 私の一品一作, --- 安部公房『壁』 ---, ことのは, 20, 6, 2008年1月.
井上 永幸 : Corpus-BasedからCorpus-Drivenへ (3)-語法記述編: 構文記述-, --- WISDOM in Depth: #12 ---, 三省堂ワードワイズ・ウェブ, 2008年1月.
依岡 隆児 : 読書のススメ(83), --- 内田樹『先生はえらい』 ---, 徳島新聞, 2008年2月.
井上 永幸 : Corpus-BasedからCorpus-Drivenへ (4)-語法記述編: 類義表現-, --- WISDOM in Depth: #14 ---, 三省堂ワードワイズ・ウェブ, 2008年2月.
井上 永幸 : Corpus-BasedからCorpus-Drivenへ (5)-略式連語表記:「すべて」を表す語-, --- WISDOM in Depth: #16 ---, 三省堂ワードワイズ・ウェブ, 2008年2月.
荒武 達朗 : 翻訳と紹介:單維廉(シュラーマイエル)著『ドイツ領膠州湾(青島)の地政資料』(一), 徳島大学総合科学部人間社会文化研究, 15, 2008年3月.
井上 永幸 : コーパスで検証する (1) -語義配列順: make-, --- WISDOM in Depth: #19 ---, 三省堂ワードワイズ・ウェブ, 2008年3月.
依岡 隆児 : 読書のススメ(84), --- 池澤夏樹『世界文学を読みほどく』 ---, 徳島新聞, 2008年3月.
鳥羽 耕史 : 安部公房の起点〈上〉, --- 徳島と香川にルーツ ---, 徳島新聞, 22981, 8, 2008年3月.
鳥羽 耕史 : 安部公房の起点〈中〉, --- 受け継がれた志 ---, 徳島新聞, 22982, 12, 2008年3月.
鳥羽 耕史 : 安部公房の起点〈下〉, --- 四国への旅と徳島の夢 ---, 徳島新聞, 22983, 15, 2008年3月.
井上 永幸 : コーパスで検証する (2) -語法注記: if A should [were to] do, . . . -, --- WISDOM in Depth: #21 ---, 三省堂ワードワイズ・ウェブ, 2008年3月.
依岡 隆児 : 近代日本における「情調」概念の形成と変容, 文化の往還―東アジアにおける近代諸概念の生成と展開, 北京市, 2007年10月.
Makoto Wada, Hiroaki Ogata, Li Hui Gan, Yasuko OISHI, Takahito UEDA and Yoneo Yano : Implementation of Language Learning Outside the Classroom with Handhelds, The Supplementary Proceedings of ICCE 2007 WS/DSC, 1, 48-52, Hiroshima, Nov. 2007.
Li Hui Gan, Hiroaki Ogata, Makoto Wada, Yasuko OISHI, Takahito UEDA and Yoneo Yano : Language Learning Outside the Classroom with Handhelds with Knowledge Management, Tsukasa Hirashima, Ulrich Hoppe, Shelley Shwu-Ching Young (Eds.) Supporting Learning Flow through Integrative Technologies, 1, 361-368, Hiroshima, Nov. 2007.
上田 崇仁 : 植民地朝鮮の教育-日本語初習時期に注目して, 2007年12月.
東 潮 : 高句麗王陵と陵園制ー国内城∼平壌城時代ー, 高句麗王陵研究, 1-36, 2007年12月.
上田 崇仁 : 朝鮮総督府「国語読本」と国定「国語読本」を比較して見えるもの, 東京, 2007年12月.
岸江 信介, 鳥谷 善史 : 紀伊半島グロットグラムについて, 第123回変異理論研究会(於関西大学), 2007年5月.
鳥羽 耕史 : 岡本太郎と花田清輝, --- 戦後復興期の芸術革命思想 ---, 岡本太郎展関連企画, 2007年5月.
依岡 隆児 : 「パンの会」におけるドイツの影響, --- 「情調」を中心に ---, 日本独文学会第61回春季研究発表会, 2007年6月.
荒武 達朗 : 近代山東半島の満洲移民と渤海:人びとの認識する海域世界, 科研費特定領域研究 「東アジアの海域交流と日本伝統文化の形成―寧波を焦点とする学際的創生―」 特別企画:にんぷろワークショップ2007, 2007年7月.
石田 基広 : 初めてのR, 日本行動計量学会Rチュートリアル, 2007年9月.
石田 基広 : 統計フリーソフトR言語による多変量解析, 日本行動計量学会Rチュートリアル, 2007年9月.
石田 基広 : Rによる正規表現処理とテキストマイニング, Rによる教育・研究・ビジネス, 2007年9月.
井上 永幸 : コーパス，辞書編集，辞書指導, 2007年10月.
井上 永幸 : コーパス，辞書編集，辞書指導, 2007年10月.
井上 永幸 : コーパス，辞書編集，辞書指導, 2007年10月.
岸江 信介, 中井 精一, 鳥谷 善史 : 日本語方言イントネーションのデータベース構築と音調記述-無アクセント方言のイントネーションを中心に-, 第127回変異理論研究会 (於琉球大学), 2007年11月.
鳥羽 耕史 : ''エディター'' 富士正晴, 富士正晴記念館特別講演会, 2007年11月.
井上 永幸 : コーパス，辞書編集，辞書指導, 2007年11月.
長井 伸仁 : 19世紀後半のパリにおけるカトリック教会と入移民, --- 地方出身者を中心に ---, 関学西洋史研究会年次大会, 2007年11月.
井上 永幸 : コーパス，辞書編集，辞書指導, 2007年11月.
依岡 隆児 : 想起と記憶, --- ギュンター・グラス『玉ねぎの皮をむきながら』をめぐって ---, 日本独文学会中国·四国支部学会第56回研究発表会, 2007年11月.
井上 永幸 : コーパス，辞書編集，辞書指導, 2007年12月.
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